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㈱ISA高崎支店の教育旅行添乗員のバレスター・あゆみさんが毎日送ってくださった報告書の最終号です。 

【長野西高等学校 海外語学研修 ７日目報告書】 

研修７日目。今朝のオックスフォードは、街全体が霧に包まれていました。石畳、煉瓦造りの家、緑の濃い

イングリッシュガーデン。あまりにも「これぞイギリス」な景色に、少々出来すぎではないかと疑いたくなる

ほど幻想的な眺めです。肌寒さを感じながら一日が始まりましたが、お昼頃には一転して青空が広がり、強い

日差しが街を照らしていました。わずか半日で表情を変える天気も、イギリスらしさの一つなのかもしれませ

ん。 

午前中は最後の英語レッスンです。ほんの５日前までは、先生が何を話しているのか必死に耳を傾け、発言

しようか迷っていた生徒たち。今では授業中の英語も何となく流れが分かり、自分から手を挙げて話す姿も自

然に見られるようになりました。「英語が話せるようになった」というには、まだ短い時間かもしれません。し

かし、「伝わるかもしれない」「話してみよう」という気持ちは、この５日間で確実に育っています。 

授業終了後は、カレッジの中庭で Closing Ceremony が行われました。例年は各教室で修了証を受け取りま

すが、今年は研修を終える各国の参加者が一堂に会し、一人ずつ名前を呼ばれて修了証を受け取ります。拍手

で迎えられ、拍手で送り出されるその時間は、英語力を評価するのではなく、この一週間挑戦を続けた全員を

称える時間でした。修了証を受け取る姿は、初日とは明らかに違っていました。英語が突然流暢になったわけ

ではありません。文法の神が一夜にして降臨したわけでもありません。それでも、表情には確かな余裕があり

ます。緊張感は消え、笑顔には自然な自信が宿っていました。たった５日間。それでも、人の表情はこれほど

変わるものなのだと改めて感じます。式が終わると、クラスメイトやアクティビティで仲良くなった友人たち

と写真を撮り合い、再開を約束する姿があちこちで見られました。 

午後は Cotswold Wildlife Park へ向かいました。訪問先は例年と同じですが、今年は他国の生徒たちと同じ

バスに乗り、一緒に園内を巡ります。このパークは東京ドーム約 14 個分の広さです。パークの地図を広げる

と、その広さは一目瞭然。うっかり遠くまで足を延ばすと、集合時間との勝負になります。各自戦略を立てて

無駄なく動きます。お目当ての動物に一目散にダッシュする姿、競歩選手さながらの勢いで足を動かす姿、動

物見学はあきらめて優雅に機関車を楽しむ姿、そしてギフトショップを満喫する姿など。集合時間ぴったりに

全員が集まり、バスはカレッジがある街へと戻りました。 

 寮へ戻ると、夜は自由時間です。明日の帰国に向けて荷物をまとめる人もいれば、最後のお土産を探しにオ

ックスフォードの街へ出掛ける人もいます。慌ただしく予定が詰まっていた毎日とは違い、それぞれが思い思

いに過ごす、少しだけ穏やかな時間となりました。もちろんここでも交流は外せません。日本から持ってきた

お菓子を片手に「これ食べない？」と話しかけます。仲良くなった台湾の生徒は、「長野に行くね」と言ってく

れました。西高生は？もちろん行きましょう、台湾へ！「卒業旅行で台湾に行くよ」と約束を交わします。台

湾、ポーランド、トルコ、 スペイン、イタリア、コート・ジボワール。「いつか遊びに行くね」と約束した国

が、気付けば世界中に広がっていました。一週間だけの出会いでは終わらず、日本へ帰ってからも続いていく

縁が生まれたことは、この研修が残した何より大きな財産です。長野から始まった挑戦は、オックスフォード
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で終わるものではありません。この研修で結ばれた縁が、これから先も世界のどこかで続いていくことを想像

しながら、イギリス最後の夜は帳を下ろしていきました。 
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【長野西高等学校 海外語学研修 ８日目報告書】 

 

研修８日目。いよいよオックスフォードを離れ、ロンドンへ向かいます。お世話になったカレッジとも今日

でお別れです。荷物をバスへ積み込み、何度も振り返って手を振る生徒たち。その姿を見ていると、この一週

間でオックスフォードが「滞在先」ではなく、「帰りたくない場所」へ変わっていたことが伝わってきました。 

ロンドンへ向かうバスの車内も、今年は少し様子が違います。隣に座るのは長野西高校の仲間だけではあり

ません。ポーランドの生徒たちも一緒です。歌を歌い、写真を撮り、他愛もない話で笑い合う。親しい友人が

過ごす日常のような空間が、徐々に音楽が大音量で流れ、いつの間にか合唱？が始まり、未だクラブにいるの

ではないかと錯覚するような様相を呈してきました。 

最初に訪れたのはテムズ川クルーズです。ロンドン塔、タワーブリッジ、ロンドンブリッジ、 ロンドンア

イ、ビッグベン。ロンドンを代表する景色が次々と目の前に現れます。しかし、生徒たちのカメラに残ってい

たのは景色だけではありません。友人と肩を並べて撮った写真、一緒に笑った瞬間。誰とその景色を見たの

か、その記憶もまた、この日の大切な思い出になりました。 

クルーズ船から降りて、人込みの中を歩きます。ものすごい人。少しでも目を離すと前を歩いている友人を

見逃すほどの混雑ぶり。都会の洗礼を感じながら、訪れたのはビッグベン。そしてウェストミンスター寺院。

多くの観光客に囲まれて、説明を聞くのも必死です。その後、２つのグループに分かれました。バッキンガム

宮殿を訪れるグループ、コヴェントガーデンで街歩きを楽しむグループ。目的地は違っても、最後はレスター

スクエアで再集合です。限られた自由時間の中でも、お土産を探す人、美味しそうなお店を覗く人、そして最

後まで友達との時間を楽しむ人。それぞれがロンドン最後の時間を思い思いに過ごしました。 

今年の研修は、これまでとは少し異なる一週間でした。他国の生徒と一緒に授業を受け、一緒に食事をし、

一緒に街を歩きました。時間の感覚も、物事の捉え方も、日本人とは違う他国の生徒。「違う」を知っているこ

とと、実感することは大きな隔たりがあることを学びました。違いに驚き、戸惑い、理解し、友情を深める一

週間でした。ポーランドの生徒と歌を歌い、台湾の生徒と約束を交わし、イタリアの生徒と体を動かす。「絶対

会いに行くね。」「大好きだよ」と笑っているとも泣いているとも分からない表情で、何度も何度もハグをする

姿は何物にも代えがたい貴重な瞬間でした。 

国籍も文化も違う高校生同士が、たった一週間でここまで打ち解けられるとは、出発前には誰も想像してい

なかったことでしょう。西高生たちの世界地図には、この一週間でピンがどんどん増えていきました。目的地

が国ではなく、人になった。それこそが、この研修で得た一番大きな変化だったのではないでしょうか。そし

て痛烈に感じたのは「もっと勉強しないと。もっと世界のことを知りたい。英語はできて当たり前なんだ。」と

いう気付きです。世界のどこかに、自分を待ってくれている人がいること。その事実は、生徒たちのこれから

の人生を、きっと少しだけ広く、そして少しだけ近くしてくれるはずです。 

明日は日本への帰国日となるため、研修報告書は本日が最後となります。この一週間で育まれた挑戦と友情

が、生徒たちのこれからの学校生活、そして将来へとつながっていくことを願っています。 

 

 

 

 

 

 



ロンドン観光 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


